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赤麻小だより
令和３年度 第９号

【学校教育目標】 あかるい子 かしこい子 たくましい子 令和３年１０月１２日
発行：栃木市立赤麻小学校長 印部 稔

９月で新型コロナウィルスの緊急事態宣言が解除され、この１０月か
ら通常日課に戻り、約１０日ほどが過ぎました。昼休みが復活し、子ど
もたちは元気に校庭で遊んでいます。保護者の皆様、地域の皆様のご協

力のおかげで現在まで本校の感染者は出ておりません。ただ、これからもいつ、だれにでも感
染が起きる可能性はありますので、引き続き学校でできる感染防止対策を確実に行っていきま
すので、ご協力よろしくお願いします。
さて、明日から５年生の宿泊学習が実施されます（那須高原自然の家での一泊二日）。１０

月はこの他に授業参観、就学時健診、読書旬間等が行われる予定です。まずはこれらの行事が
順調に実施できることを願っています。

児童会企画「めざせ！あかまっ子あいさつ名人」始まる
あかまっ子の合い言葉の「あ」は「明るいあいさつ進んでしよう」です。子どもたち自身の

１学期の振り返りでは、「できている」と答えたのは８２％でした。もっと「気持ちのいいあ
いさつができる児童を増やし、明るく元気な学校にする」ことを目標に、児童会（企画委員会）
が作戦を立ててくれました。それが「めざせ！あかまっ子あいさつ名人」です。その内容は既
に通知でお知らせしましたが、次のようなものです。
（１）「めざせ！あかまっ子あいさつ名人カード」を全員に配付する。
（２）以下の挨拶条件にあっている児童は｢あかまっ子あいさつ名人｣に認定される。

① 自分から。 ② 大きな声で。 ③ 相手の顔を見る。 ④ 笑顔
（３）名人になった児童は、｢スーパーあかまっ子あいさつ名人｣を目指す。
（４）認定者は、校長、担任他教職員、企画委員会、地域の

皆さん。よくできている児童にシールを渡す。５枚シー
ルが貯まると「あいさつ名人」に認定される。１０枚シ
ールが貯まると「スーパーあいさつ名人」に認定される。
地域の皆さんからの認定は、挨拶がよくできていると学
校に報告があった児童とする。

（５）１人の児童が同じ認定者からもらえるシールは学期に
１枚のみとする。

（６）認定者よりシールを渡す際、誰が
認定したのか分かるように児童はシ
ールをもらった教員、企画委員等の
名前を書いておく。

（７）月の最後の水曜日、一斉下校時に
あいさつ名人認定証（児童会担当作
成）を校長が渡す。

（８）毎月、挨拶についての振り返りを文章で行い、次のめあてを書く。
初めての試みです。やってみて改善点なども確認しながら、進めていきます。目標にあるよ

うに、気持ちのいいあいさつができる児童が増え、より明るく元気な学校になることを大いに
期待したいと思います。

学校課題研究の推進（その３）・模擬授業
１１月５日（金）の研究発表に向けて算数の授業

の事前研究、準備を計画的に進めています。９月２
７日（月）の放課後には学校課題研究の研修として
模擬授業を行いました。先生達が児童になって授業
を受け、児童の目線で授業の進め方を考え、話し合
いました。全ての児童にとって「わかる授業」を目
指して学校課題研究を推進しています。
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２年生が校外学習を実施
９月２９日（水）、２年生が生活科「生き物なかよし大作戦」の学習で渡良瀬運動公園に行

ってきました。「地域にいる生き物に関心を持ち、採集した生き物を飼育することで、生命尊
重の心を育てる」ことがめあてです。約１時間の活動で全員が、とんぼやバッタ、蝶等を採集
してきました。学校に帰ってからは、採集してきた虫をよく観察して絵や文章で観察カードに
まとめました。その後、採集した虫は逃がしたり、家で飼育するために持ち帰ったりしました。
なお、この観察カードは１０月１６日(土)の授業参観時に掲示されます。

第３回防災訓練を実施
１０月６日（水）、今年度３回目の防災
訓練を行いました。今回は地震で発生した
火災からの避難の訓練を行いました。家庭
科室で火災発生という設定でした。外への
避難は２回目（第２回は竜巻からの屋内避難）
でしたが、前回少し聞かれた話し声も今回
は全く聞かれず、しかも素早く避難できて
素晴らしかったです。避難後、藤岡消防署
のご協力をいただき、煙体験も行いました。
消防署の方から煙の恐ろしさの説明を聞い
た後、煙体験装置を通り抜ける訓練を全員

が体験しました。体験後の振り返りでは、代表児童から「これが本当の煙だったらこわい」「煙の
怖さがわかった」等、実際に体験して感じたことが発表されました。貴重な体験となりました。

小中一貫教育の推進（その２）・道徳の授業研究会
９月３０日（木）、１年生の道徳の授業研究会が本校で行われました。昨年度と今年度の２

年間、藤岡一中ブロックの４校は栃木市教育委員会から「道徳教育推進研究校」に指定され、
研究主題「自他を尊重し、共に夢に向かう児童生との育成 ～９年間を見通した一貫性のある
道徳教育の推進～」の達成に向けて研究を推進してきました。これは藤岡一中ブロック小中一
貫教育の道徳教育推進部会の活動を兼ねており、４校で一緒に研究を進めていくので、小中一
貫教育の推進に他なりません。
今年度、この２年間の研究の成果を栃木市の全小中学校に伝えるため、１１月に公開授業が

行われます。本来ならば４校全校がそれぞれに授業を公開するところなのですが、本校はお知
らせしているとおり、今年度この研究とは別に算数の公開研究発表があるため、道徳の公開授
業は行いませんが、代わりに藤岡小、三鴨小のために事前授業を行いました。そのため、この
日は藤岡小、三鴨小の公開授業をされる先生も来校し、授業研究会に参加されました（当初は
藤岡一中の先生も参加される予定でしたが、緊急事態宣言中のため参加されませんでした）。
授業は「おおい？すくない？」という教材を使って自分の好き嫌いや利害にとらわれず、友

達に対して分け隔てなく接したいという心
情を育てることがねらいです。４匹の動物
がどんぐりを集めに森に行き、拾ったどん
ぐりを分ける役割のりすが仲良しのうさぎ
に多く分けてしまうというものです。子ど
もたちは、それぞれの動物たちの気持ちに
ついて話し合い、最後に自分自身の行動に
ついて考えることができました。この授業
を参考にして、１１月に藤岡小、三鴨小の
公開授業が行われます。


